
この度，第９９期日本機械学会機械材料・材料加工部門の
部門長を拝命いたしました．宮下幸雄副部門長，中谷隼人部
門幹事はじめ，部門運営委員の皆様，各種技術委員会の構成
メンバーの方々の御協力を仰ぎながら部門の活性化に努めた
いと思っております．微力ではありますが，精いっぱい努め
る所存でありますので，重ね重ね，皆様の御指導，御協力の
程よろしくお願いします．
昨年からのコロナ禍は収まる気配を見せず，日本機械学会
としても，２０２２年３月末まで，各種行事のオンライン開催
を決めております（https : //www.jsme.or.jp/jsme/uploads
/2021/02/covid-19-15.pdf）．昨年のオンラインでの各種行事
は手探りであった面も多かったと思います．ですが，年次大
会や部門講演会など，各実行委員会の皆様の御尽力により無
事開催でき，非常にうれしく思っておりました．一方で様々
な問題点もあったかと思います．これらの点を共有し，今年
度のオンライン行事開催へフィードバックしていくことで，
特に部門登録していただいている会員の皆様へのサービス向
上へと繋げていきたいと思っております．
今年度は９／５（日）－８（水）に行われる年次大会において，
部門から多数の企画やオーガナイズドセッションが提案され
ており，こちらは第一技術委員会の下，周到に準備が進めら
れております．また１１／１８（木），１９（金）には，第二技術委員
会，実行委員会メンバーの御尽力により部門技術講演会をオ
ンラインにて開催する予定であります．技術講演会における
講演は各種表彰の対象ともなります．特に学生会員の皆様に
は受賞が研究活動を行うのにあたっての励みになると思いま
す．皆様の積極的なご参加を期待しております．また，２０２２
年１月には宮下副部門長とマレーシア・マラヤ大学のAs-
soc. Prof. Farazila Binti Yusof の御協力によりAsian Sym-
posium on Materials and Processing をオンラインにて開
催する予定です．宮下副部門長のこれまでの継続的なご尽力
によるものであり，着実に，ただし無理をせずに計画を進め
て頂きたいと期待しております．さらに２０２２年１１月には，
秦誠一大会委員長の下，International Conference onMate-

rials and Processing２０２２（ICM&P２０２２）を沖縄にて開催
すべく第四技術委員会，実行委員会にて準備中であります．
これまでアメリカ機械学会と共催してきた国際会議を，日本
機械学会単独で，新たな形式で開催しようとする取り組みで
す．こちらについては２年ぶりの対面，少なくともハイブ
リッドでの開催を目指して行きたいと強く思っています．
本年度，特に力を入れたいと思っているのは，M&Pサロ
ンや各種講習会の開催です．昨年度はコロナ禍の中，オンラ
インで何をどこまでできるかが次第にわかってきたことと思
います．この経験を活かしつつ，第八技術委員会に企画をお
願いしており，期待もしております．講習会に関しては，前
年度より，計算力学部門や流体工学部門との共同開催の話も
持ち上がっており，部門連携をさらに広げていきたいと考え
ております．部門連携関連でいえば，複合材料分野で材料力
学部門とお互いの部門講演会にて合同セッションを立ち上げ
ることにしました．２０２１年は材料力学部門での開催，２０２２
年は上述した ICM&P２０２２にて開催することとなります．
こちらも新たな取り組みとなりますが，成功するよう，でき
るだけ協力し合いたいと思っています．
また歴代部門長も指摘されているように本部門の特徴とし
て研究会・分科会活動の活発さが挙げられると思います．現
在「ナノカーボン複合材料の高性能化に関する研究会」，「減
災・サステナブル工学研究会」，「高分子基複合材料の成形加
工に関する研究会」，「次世代３Dプリンティング研究会」，
「PD（Particle Deposition）プロセス研究会」の５つの研究
会が設置されています．これらの活動のさらなる活性化，ま
た新たな研究会設立について，第五技術委員会に御検討頂き
たいと思っております．以上で御検討頂いた，講演会・講習
会・研究会など様々な活動を世間に公知していくという大き
な役割は広報委員会にお願いしております．非常に重い役割
ではありますが，是非，積極的な広報活動のほうお願いいた
します．
部門，ひいては学会の行く末を考えると，少子高齢化やそれ
に伴う学会の財務問題など，将来構想を戦略的に練っていく
必要があると考えています．第六技術委員会には，直近の部
門講演会などの在り方も含め，より長期スパンでの将来構想
を検討していただきたいと思っています．論文・出版活動に
ついては，述べるまでもなく，学会活動の根本をなすものと考
えております．昨年度はコロナ禍の中，投稿数が増加したと
いう報告もありますが，第七技術委員会には査読プロセスの
迅速化など，是非ご対応をお願いできればと思っております．
以上，話がまとまっていなくて大変申し訳ありません．ま
た，色々勝手なお願いを述べましたが，自身が一番汗をかか
なければならないことは重々承知しております．その覚悟は
できております．各委員会の皆様とご協力の上，部門関係各
位により一層のサービスを提供し，本部門に登録していてよ
かった，と思っていただけるよう努力していく次第でありま
す．皆様の御支援・御鞭撻をお願い申し上げます．
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部門長退任にあたり，この場をお借りしまして，第９８期
の小林訓史副部門長，櫻井淳平幹事，各技術委員会委員長を
はじめ，部門運営委員の方々，事務局の市原涼平氏，部門登
録会員の皆様に厚く御礼申し上げます．
第９８期の始まる直前の２０２０年２月からコロナウィルス
の感染拡大が始まり，３月には緊急事態宣言も発出されて，
学校などが休校となり，３月末に予定していた新旧合同拡大
運営委員会も中止となって，部門運営の最初からつまずいて
しまいました．多くの会社や大学，学会事務局も在宅勤務と
なり手探りの状態でした．以前までは使われる機会が少な
かったオンライン会議システムが，毎日数時間も利用される
ようになり，仕事のやり方が大きく変わりました．大学の講
義，各種会議，講習会やセミナー，講演会，国際会議なども
オンライン会議システムやビデオのオンデマンド配信，スト
リーミング配信を利用することがほとんどでした．時間や場
所の制約がなくなって多くの会議やセミナー等に出席できる
ようになり，情報交換の量は大幅に増加したことは案外良
かったかもしれません．今までの出張に必要な移動時間や旅
費，講演会等の開催費用なども削減され，講演会等の参加費

も割引されたため，種々の活動に対する支出は大幅に減った
ことも良かったかもしれません．しかし，参加費等の割引や
参加の手軽さにより参加者が増加して収入が増加する企画も
見られましたが，収支が悪化する企画も多くありました．当
部門ではM&P２０２０とM&Pサロンはオンラインで開催さ
れましたが，その他の企画は中止となってしまいました．部
門長としてのリーダーシップが足りなかったせいで，その他
の企画が開催できなくなってしまい申し訳なく思っています．
特に昨年度は当部門設立３０周年で記念式典を開催する予定
でしたが，やむを得ず中止となりました．コロナウィルス感
染が終息しましたらできるだけ早く３０周年記念式典を開催
する予定です．また，今は多くの情報がインターネット上で
安価に入手することができるようになっています．学会の役
割は単なる情報交換の場だけではなく，若手人材を育成し，
人間関係を構築する人材交流の場でもあり，これはオンライ
ンだけでは決して対面以上の成果は得られないと思います．
現在もコロナウィルス感染拡大第４波に突入し，まだ対面
での企画は難しいですが，部門活動が感染拡大以前よりも活
発になるチャンスでもあります．これまでの様々なオンライ
ン技術の利用経験を活かして，当面のオンライン開催，感染
終息後に備えた対面・オンラインのハイブリッド開催を企画
して，準備はしっかりしておくべきだと思います．
至らぬ点が多々ありましたが，皆様のご支援により第９８
期の部門長として任務を遂行することができましたこと，心
より御礼申し上げます．まだコロナウィルス感染も終息して
おらず，また今年度からポリシーステートメントによる部門
活動評価も始まるなど，ますます部門運営は大変になると予
想されますが，第９９期は小林訓史部門長，宮下幸雄副部門
長，中谷隼人幹事の下，この難局を乗り越えて頂きたいと思
います．私も微力ながらも部門運営に尽力させていただきま
す．部門登録会員の皆様には引き続き当部門をよろしくお願
い申し上げます．

第９９期部門代議員
北海道地区
本田 真也（北海道大学）
東北地区
佐藤 学 （八戸工業大学）
山本 剛 （東北大学）
関東地区
上田 政人（日本大学）
長田 稔子（東京都立大学）
金子 新 （東京都立大学）
岸本 喜直（東京都市大学）
木村 宗太（日立製作所）
坂井 建宣（埼玉大学）
清水 徹英（東京都立大学）
早房 敬祐（荏原製作所）
古島 剛 （東京大学）
細井 厚志（早稲田大学）
森本 哲也（宇宙航空研究開発機構）
東海地区
櫻井 淳平（名古屋大学）

仲井 朝美（岐阜大学）
西田 政弘（名古屋工業大学）
秦 誠一 （名古屋大学）
福島 学 （国立研究開発法人産業技術総合研究所中部センター）
北陸信越地区
真田 和昭（富山県立大学）
中田 政之（金沢工科大学）
関西地区
小川 正裕（日本製鉄（株））
永島 壮 （大阪大学）
中谷 隼人（大阪市立大学）
松原 剛 （川崎重工業（株））
森 正和 （龍谷大学）
中国四国地区
高坂 達郎（高知工科大学）
野波 諒太（呉工業高等専門学校）
九州地区
上谷 俊平（鹿児島大学）
末吉 敏恭（琉球大学）

第９９期部門委員
部 門 長 小林 訓史（東京都立大学）
副部門長 宮下 幸雄（長岡技術科学大学）
部門幹事 中谷 隼人（大阪市立大学）
運営委員 青野 祐子（東京工業大学）

井上 遼 （東京理科大学）
増田 健一（富山大学）
松阪 壮太（千葉大学）
坂井 建宣（埼玉大学）
白須 圭一（東北大学）
荻原 慎二（東京理科大学）
岸本 喜直（東京都市大学）

上田 政人（日本大学）
近藤 勝義（大阪大学）
榎本 和城（名城大学）
清水 和紀（三協立山株式会社）
荒尾与史彦（早稲田大学）
燈明 泰成（東北大学）
山田 浩之（防衛大学校）
山崎 泰広（千葉大学）
溝尻 瑞枝（長岡技術科学大学）
大津 雅亮（福井大学）
小林 秀敏（大阪大学）

部門長退任の挨拶

第９８期部門長

大津 雅亮
（福井大学）
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若山 修一（東京都立大学）
岸本 哲 （物質・材料研究機構）
品川 一成（九州大学）
井原 郁夫（長岡技術科学大学）
大竹 尚登（東京工業大学）
藤本 浩司（東京大学）

京極 秀樹（近畿大学）
三浦 秀士（九州大学）
清水 徹英（東京都立大学）
大石 正樹（（株）佐藤鉄工所）
島村 佳伸（静岡大学）

委員会
総務委員会
委員長 小林 訓史（東京都立大学）
副委員長 宮下 幸雄（長岡技術科学大学）
広報委員会
委員長 松崎 亮介（東京理科大学）
副委員長 青野 祐子（東京工業大学）
第１技術委員会
委員長 山崎 泰広（千葉大学）
副委員長 増田 健一（富山大学）
第２技術委員会
委員長 燈明 泰成（東北大学）
副委員長 坂井 建宣（埼玉大学）
第３技術委員会
委員長 秦 誠一 （名古屋大学）
副委員長 荻原 慎二（東京理科大学）

第４技術委員会
委員長 坂井 建宣（埼玉大学）
副委員長 岸本 喜直（東京都市大学）
第５技術委員会
委員長 佐藤 知広（関西大学）
副委員長 近藤 勝義（大阪大学）
第６技術委員会
委員長 細井 厚志（早稲田大学）
副委員長 清水 和紀（三協立山株式会社）
第７技術委員会
委員長 松本 良 （大阪大学）
副委員長 燈明 泰成（東北大学）
第８技術委員会
委員長 岸本 喜直（東京都市大学）
副委員長 山崎 泰広（千葉大学）

２０２１年度年次大会のご案内
第９９期第１技術委員会（年次大会担当）

委員長 山崎泰広（千葉大学）

副委員長 増田健一（富山大学）

２０２１年度の年次大会は，「グローバル社会の分岐点に機械
工学は何をすべきか？」を大会キャッチフレーズに，「５GIoT
における機械」，「ダイバーシティ＆インクルージョン」，「新
産業革命」を主要テーマとして，２０２１年９月５日（日）～８日
（水）の４日間の日程で開催されます．本年こそはと通常開
催を検討してきましたが，新型コロナウィルスの蔓延に配慮
して特別講演を除いて基本的にオンライン開催となりました．
昨年度の大会同様，オンライン講演会であることから学生
会員の発表を含めて全ての講演が oral presentation 形式と
なります．本年度も，以下に示すように機械材料・材料加工
部門の関係する単独オーガナイズドセッションと部門横断
的・分野融合的なオーガナイズドセッションに加え，基調講
演，先端技術フォーラム，部門横断的・分野融合的なワーク
ショップなど多数の企画を実施予定です．対面での密な情報
交換や懇親会での交流の機会を提供できないことは非常に残
念ですが，反面，物理的距離や時間的制約のハードルが低い
オンライン講演会の特徴を生かし，遠方の方々も参加しやす
い大会として開催させて頂く予定ですので，多くの方のご参
加をお待ちしています．

オーガナイズドセッション
S：部門単独セッション
J：部門横断セッション

（ ）内は４月１９日現在の申し込み講演件数

[S０４１］薄膜・厚膜コーティングとその諸特性（１５）
[S０４２］伝統産業工学（６）
[J０３１］工業材料の変形特性・強度およびそのモデル化（４７）
[J０４３］異種材料の界面強度評価と接合技術（２５）
[J０４４］超音波計測・解析法の新展開（１１）
[J０４５］セラミックスおよびセラミックス系複合材料（６）
[J０２３］バイオマテリアルおよび細胞／組織のプロセス・力

学・強度（２５）
[J１３１］マイクロナノ理工学：nmからmmまでの表面制御

とその応用（１７）
[J１３３］加工技術の最前線（１４）
[J１２３］価値の共創と共存に１DCAE・MBDが果たす役割（４）
[J１８１］交通・物流機械の自動運転（１４）
[J２２３］マイクロ・ナノ機械デバイスとその信頼性（１３）
特別企画ワークショップ
「機械・インフラの保守・保全，信頼性強化～DX社会は機

械学会に何を望む？～」
（学会横断テーマ）
先端技術フォーラム
「新産業革命をもたらす複合材料技術」（講演件数４件を予定）
「M&P最前線」（講演件数４件を予定）
基調講演
「微細加工を応用したAI 時代の材料探索」
「繊維強化複合材料の力学的特性評価」

図 会場（千葉大学西千葉キャンパス）と大会ロゴ
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第２９回機械材料・材料加工技術講演会（M&P２０２１）開催のお知らせ
第９９期第２技術委員会（M&P担当）

委員長 燈明泰成（東北大学）

２０２１年１１月１８日（木）～１９日（金）の２日間に亘り，機
械材料・材料加工部門主催の第２９回機械材料・材料加工部
門技術講演会をオンライン形式にて開催いたします．当初は
仙台市内での開催を予定しておりましたが，新型コロナウイ
ルスの感染状況を鑑み本年２月に出されました日本機械学
会の対応方針を踏まえまして，昨年に引き続きオンライン形
式での開催となりました．オンライン開催ではありますが，
昨年度，当部門で蓄積されましたノウハウを最大限に活用し
まして，少しでも従来の学会活動に近づけるべく，技術講演
会に加え，新技術開発フォーラムや若手ポスターシンポジウ
ムを実施する準備を進めております．またオンライン実施な

らではの効果的な機器展示も行えないかと実行委員会で検討
しているところです．詳細は近く開設しますM&P２０２１の
ウエブサイトにて，逐次，情報発信いたします．多くの皆様
のご参加をお待ちしております．

連絡先
実行委員長：燈明泰成（東北大学）
E-mail : hironori.tohmyoh.e6＠tohoku.ac.jp
幹事：白須圭一（東北大学）
E-mail : keiichi.shirasu.c1＠tohoku.ac.jp

第２８回機械材料・材料加工技術講演会（M&P２０２０）開催報告
実行委員長 中尾 航（横浜国立大学）

第２８回機械材料・材料加工部門技術講演会（M&P２０２０）
は，２０２０年１１月１９日（木）から２０日（金）にオンラインに
て開催されました．技術講演が１０３件行われ，１３８名の方
に参加頂き，最新の研究報告や情報交換がなされました．
M&P２０２０は，我々が初めて経験する感染症蔓延を予防
しながら生活を行うという未曽有の状況で実施せざるを得ま
せんでした．このため，６月の部門運営会議まで，大津部門
長，小林副部門長，櫻井幹事と共に，開催の是非を何度も検
討させていただきました．その後，部門運営会議にて，機械
材料・材料加工分野を専門とする学生に講演の機会を作るべ
きであるという意見が多かったこともあり，オンラインでの
開催を決定いただきました．しかしながら，７月から募集開
始したにも関わらず，最終的には１００を超える講演申込を
頂くことができました．
技術講演会は，通常のオーガナイズドセッションを中心と
した講演会から，材料，加工，計測，その他の４領域に分
けた一般講演セッションで構成しました．このため，一部の
セッションでは，少し分野違いでありながら，共通のキーワー
ドで議論できるようなセッションも構築することができまし
た．これらのセッションが今後新たなオーガナイズドセッ
ションとして新たな分野を切り開いていただくことできれば，

実行委員会としては幸いです．
講演会に関わる全ての処理をオンライン上で行わねばなら
なかったこと，そして，我々実行委員会がオンライン講演会
に不慣れな状況で準備を進めてしまったことで，関係者の
方々には不快な思いを数多く与えてしまいました．特に，当
初はオンサイトで実施する予定であったために，オーガナイ
ズドセッションを申し込んで頂いた先生方へのオンライン実
施の変更を伝達することを会期が近づくまで失念していたこ
とは，私の大失態でした．この場を借りて陳謝いたします．
そのような準備不足な講演会でありましたが，技術講演の講
演者の８割以上の方が事前接続テストに参加頂き，また，２２
のセッションの座長の先生方が講演会の進行に協力いただい
たおかげで，技術講演会の進行は大きなトラブルなく終了す
ることができました．参加頂いた皆様，ご尽力いただきまし
た実行委員会，学会事務局にお礼申し上げます．
また，このコロナ禍が落ち着きましたら，是非，再度横浜
にてM&Pの開催をホストさせていただきたいと本実行委
員会では考えております．当初予定していたように，歴史あ
る横浜開港記念会での技術講演会や見学会，そして，横浜中
華街などの周辺環境を活用して，オンライン講演会では実現
しない皆様の交流を深めていただければと思っております．

部門分科会・研究会活動報告
「PD（Particle Deposition）プロセス研究会」

主査：榊 和彦（信州大学）
PDプロセス研究会は，溶射やエアロゾルデポジションな
どの粒子積層による成膜プロセス：PD（Particle Deposi-
tion）法の基盤構築ならびに発展拡大の可能性を追究するこ
と目的に，２００３年９月に福本昌宏氏（豊橋技術科学大学）
を主査，筆者を幹事として発足しました．２０１８年度より筆
者（主査）と山崎泰広氏（幹事，千葉大学）が引き継ぐこと
になりました．福本先生にはこれまで本研究会の発足以前か
ら溶射技術を含めたコーティング技術の基礎研究から応用ま
で幅広く取り組まれ，それらの国内はもとより国際な発展に
大変ご尽力をいただきました．この場をお借りして，感謝を
申し上げさせていただきます．
さて，２０２０年度はコロナ禍でどのように開催すればよい
か思考していて，ようやく１２月１７日（木）に日本溶射学会
と共催でWeb会議システムを用いて以下の２件の講演に
よる講演会を行った．
（１）市川裕士氏（東北大学）「コールドスプレープロセス

における金属粒子／金属基材の付着メカニズム」
（２）篠田健太郎氏（産業技術総合研究所）「コールドスプ

レー及びエアロゾルデポジションによるセラミックの

製膜～セラミック粒子の常温衝撃固化現象とメカノケ
ミストリー～」

この講演は，日本溶射学会誌では初めてとなるレビュー論
文「固相粒子積層プロセスにおける接合メカニズムの統一的
な理解に向けた現状と課題」が掲載され，国内外のコールド
スプレー法とエアロゾルデポジション法における固相粒子の
接合の現状を分かりやすくまとめた非常に素晴らしいレ
ビュー論文であり，企画した．年末であったが，申し込みは，
全国から予想を大幅に超える接続制限１００名を超えて，本
学の学生で接続数を調整し，当日は８３名が接続して約９０
名が参加し，うち３４名がM&P部門メールによる申し込み
と盛況であった．中には，無償ということもあり，９名参加
した会社が２社あるなど複数名の参加が目立った．アンケー
トでも，６５％が大変よかったと回答をいただいた．
今回，オンライン開催で行ったが，興味のある企業の掘り
起こしやその把握ができ，また，移動なしに参加できるオン
ライン開催のメリットも改めて実感できた．
今年度も２回の講演会を検討中で，新たな展開がみられ
るため粒子の積層素過程をテーマに研究会を計画しておりま
す．また，９月の年次大会では，オーガーセッション S０４１
薄膜・厚膜コーティングとその諸特性を企画しましたので，
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多数の方の参加を待っております．
本研究会の現構成員は２０余名ですが，興味をお持ちの方
は榊（ksakaki@shinshu-u.ac.jp）まで随時ご連絡をお願い
いたします．

「減災・サステナブル工学研究会」
主査：浅沼 博（千葉大学），
幹事：柳迫徹郎（工学院大学）

当研究会は，知的材料・構造システム等の革新的分野を
防・減災分野に適用するため２０１１年に千葉大を中心に創成
した減災・サステナブル学を，機械工学分野でも展開させる
ため２０１６年９月に設置したものです．２０１８年には津波
シェルター普及研究会等を中心に一般社団法人減災サステナ
ブル技術協会（SSMARTACE）を設立し，実践的活動を強
化しました．以下に昨年度の主な活動を報告します．
１）研究会会合開催：「減災・サステナブル工学研究会第９
回会合」
日時：２０２１年２月２０日（土）１３：００－１７：００（オンライン）
司会：SSMARTACE・大林組 浅野氏．主査挨拶・活動報
告・海外メンバー紹介等：浅沼
特別講演１衆議院議員 阿久津幸彦氏（地震，新型コロナ禍
関連）
特別講演２物材機構 岸本哲氏「モアレ縞を用いたコンク
リートのひび幅の計測」
特別講演３東北大 成田史生氏「圧電・磁歪効果を利用した
ウイルスセンサの開発状況と今後の展開」
特別講演４横浜国大 中尾航氏「コロナ禍後のマテリアルの
サステナビリティー」
研究報告 千葉大（院）小野真帆子氏「水位追従型スマート
防波堤実現に向けた基礎的検討」
話題提供１ 日立造船 仲保京一氏「海底フラップ初号機実
施工の紹介」
話題提供２ SSMARTACE・レスキューブ 大内照雄氏「減
災サステナブル技術協会活動報告」
総合討論：千葉大 浅沼博，東北大 古屋泰文氏，NASA J.Su
氏，ローマ大A. Paolozzi 氏
２）一般社団法人環境情報科学センター「環境情報科学」に
掲載：
題目「減災・サステナブル学の創成と技術開発」（特集：持続
可能な開発と持続可能性概念を捉え直す，４９‐４，２０２１）．
３）減災サステナブル技術協会との協働：
・研究室発表会２０２１，３／３０（工学院大・柳迫幹事による研究
室紹介，他多数）．・総会・シンポジウム，１２／２６．・減災サ
ステナブルWEBシンポジウム２０２０（第２回忘災塾），９／
２３．・減災サステナブル技術ワークショップ（第１回忘災
塾），２０２０３／１６，千葉大．・ポリウレア普及協会と協働．・
グレイステクノロジー株式会社会長・松村幸治氏と協働．
４）各種打合せ・情報交換（多くが個人レベル）：レジリエン
ス協会，レジリエンスジャパン推進協議会，日本工学アカデ
ミー，防災事業経済協議会，国交省，京都市，芝浦工大，東
京理科大，お茶大，日刊工業新聞社，モノづくり日本会議，
日本防災産業会議，日立造船，鬼怒川ゴム工業，小野田産業，
ミズノマリン，スターライト工業，フジワラ産業，新日本空
調，伊勢屋金網工業，フジヤマ，オーシャンランド，吉見製
作所，ジング・プランニング，ライノジャパン，帝人フロン
ティア，三徳コーポレーション，映画関連，他多数．
今後は，９月終了の当研究会を５年間延長し，防・減災技
術の社会実装に関わる実践・研究レベル向上と，企業，政府，
自治体等との更なる協働強化のため，浅野氏（大林組・
SSMARTACE理事），大内氏（レスキューブ・SSMART-
ACE理事）に当学会にも入会頂き，浅野氏には幹事として
も御指導，御協力頂く予定です．

「高分子基複合材料の成形加工に関する研究会」
主査：小林訓史（東京都立大学）

繊維強化プラスチックス（FRP）は，製品の力学的特性
が成形時の様々なパラメータに依存するため，金属材料と比
較して特性のばらつきが生じやすく，取り扱いが難しい材料
です．本研究会は，２０１６年７月に設置され，FRPをはじ
めとした高分子基複合材料の成形と特性の関係について，成

功例などの良い事例だけでなく，失敗例を含めたデータベー
スの構築を通して，本材料の取り扱いをより容易にするため，
検討を重ねてきました．これまでのワークショップにおける
議論を通じて，繊維基材への樹脂含浸のしやすさを表す浸透
係数の測定についてベンチマーク策定を行い，レジントラン
スファー成形でのラウンドロビン試験を行うことにより，測
定法における問題点を検討してきております．また，成形・
評価に関する様々な講演を通して，産学の交流を深めています．
昨年度はコロナ禍の中ではありましたが，オンラインで３
回のワークショップを行いました．
第１５回ワークショップ（２０２０年６月２０日，オンライン）
Variational analysis of laminates with divided re-
gions in longitudinal direction, Fikry Jelani，荻原慎
二（東京理科大学）
３Dプリントによる曲線繊維配向を有する炭素繊維強
化熱可塑性プラスチック複合材の連続体損傷力学に基
づいた損傷進展シミュレーション，市原稔紀，上田政
人（日本大学）
切欠きを有する一方向CFRP積層板における剛性が
疲労損傷挙動に及ぼす影響，工藤暉大，小林訓史，長
田稔子（東京都立大学）
不連続繊維CFRTPのプレス成形時の繊維流動特性
評価，新本賢悟，松崎亮介（東京理科大学）
炭素繊維強化ポリアミドのチョップドテープによる加
熱プレス成形品の角部強度評価，後藤悠，上田政人（日
本大学）
V字型試験片を用いた連続炭素繊維強化 PA６の機
械的特性評価，武村慧，小林訓史，長田稔子（東京都
立大学）
L型炭素繊維強化熱可塑性プラスチックのプレス成形
によるしわを考慮した層間引張強度の評価，松尾賢一
郎，上田政人（日本大学），後藤健（JAXA）
ゲル化凍結乾燥法を用いたハイドロキシアパタイト－
ポリ乳酸複合多孔体の作製と微視組織評価，図所優羽，
小林訓史，長田稔子（東京都立大学）
連続繊維複合材料３Dプリント時における twist
フィラメントによる曲線積層時の成形精度評価，山形
勇介，松崎亮介（東京理科大学）
自動テープ積層成形用の炭素繊維強化熱可塑性プラス
チックによる一方向プリプレグテープの力学特性評価，
山本脩介，上田政人（日本大学）
β型リン酸三カルシウム／ポリ乳酸複合材料の引張強
度に及ぼす引張延伸の影響，黒澤暢生，坂口雅人（サ
レジオ高専），小林訓史（東京都立大学）
VaRTMによるファイバメタル積層材の成形に及ぼ
す層間メッシュ層の影響，中村友祐，中谷隼人，逢坂
勝彦（大阪市立大学）

第１６回ワークショップ（２０２０年１２月１１日，オンライン）
樹脂およびFRPのその場成形モニタリング，高坂達
郎（高知工科大学）
連続繊維強化熱可塑性複合材料のオープンモールド成
形，仲井朝美（岐阜大学）
Permeability 測定について―東京都立大学の事例，
加納佑樹・小林訓史（東京都立大学）
Permeability 測定について―大阪市立大学の事例，
澤田夏志・中谷隼人（大阪市立大学）
Permeability 測定について―京都工芸繊維大学の事
例，中島広貴，大谷章夫（京都工芸繊維大学）

第１７回ワークショップ（２０２１年３月１２日，オンライン）
β型リン酸三カルシウム／ポリ乳酸複合材料の力学的
特性に及ぼす界面処理の影響，才木一眞，坂口雅人（サ
レジオ高専）
セルロースナノファイバー／ポリ乳酸複合材料の成形
性及び力学的特性に及ぼすセルロースナノファイバー
含有率の影響，鶴迫悠太，坂口雅人（サレジオ高専）
L型炭素繊維強化熱可塑性プラスチックのプレス成形
によるしわを考慮した層間引張強度の評価，上田政人，
松尾賢一郎（日本大学）
CFRPの VaRTM成形における樹脂流動特性の検討，
小山昌志（明星大学）
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Permeability 測定について―東京都立大学の事例，
加納佑樹．小林訓史（東京都立大学）
Permeability 測定について―大阪市立大学の事例，
澤田夏志・中谷隼人（大阪市立大学）
Permeability 測定について―京都工芸繊維大学の事
例，中島広貴・大谷章夫（京都工芸繊維大学）

本年も３回程度のワークショップと第２９回機械材料・材
料加工技術講演会でのオーガナイズドセッションの企画を予
定しております．
現在検討している浸透係数測定法のベンチマーク策定につ
いてはある程度の結果が得られており，近日中に報告をまと
めたいと思っております．また，熱可塑性プラスチック複合
材料の二次成形やCFRPの接合についても検討していきた
いと考えております．
次回ワークショップはオンラインにて６／９（水）の開催を
予定しております．最新のFRP成形に関する研究について，
学生等若手研究者や中堅研究者による御講演を企画する予定
です．ご興味をお持ちの方は小林（koba@tmu.ac.jp）まで
随時御連絡お願いいたします．

「ナノカーボン複合材料の高性能化に関する研究会」
主査：川田宏之（早稲田大学）

本研究会は，ナノカーボン材料の一つであるカーボンナノ
チューブの高度利用技術に関して，産官学のメンバーで構成
された発足した研究会である．主査は川田宏之（早稲田大学
理工学術院教授），幹事は細井厚志（同准教授）が担当して
いる．本研究会では，プラスチック基複合材料用の強化繊維
として利用可能な高強度繊維を，紡績可能なマルチウォール
カーボンナノチューブ（CNT）から成形し，ポスト炭素繊
維の代替品を開発することを主たる目標に，広範囲なナノ
カーボン材料の利用可能な技術の探査を研究対象としている．
現在，２０名強の会員で活動している．
２０２０年度は，新型コロナの影響でほとんど研究会として
の活動らしい活動は行えなかった．しかし，参加している研
究者は，個別に研究を進め，要所要所でその成果を発表し，
研究者間での情報交換は十分に行えたように思っている．中
でも，１）浮遊合成法によって得たCNTの湿式紡績糸の強
度および電気的特性の新たな可能性，２）CNT紡績糸の理
論的強度推定方法の確立に関してはこの期間内にまとまった
成果を得ることができた．本研究会での最終的な数値目標は，
高強度炭素繊維の強度（東レT７００相当）と同等となって
いて，かなりハードルは高いことを述べたが，着実な研究成
果が得られていて，達成するのも時間の問題であるように感
じている．
２０２１年度は，産業界からの取組みなどを中心に研究会を
さらに活性化していく考えである．
なお，研究会へのご参加等のお問い合わせは，主査の川田
宏之（kawada@waseda.jp）までご連絡下さい．

「次世代３Dプリンティング研究会」
主査：古川英光（山形大学）

３Dプリンタ，Additive Manufacturing などの積層造形
技術，付加加工技術への様々な動きに総合的に対応するため
に，京極秀樹（近畿大学教授）を主査，古川英光（山形大学
教授）を副査，秦誠一（名古屋大学教授）を幹事とする「次
世代３Dプリンティング研究会」を２０１３年１０月に発足さ
せました．本研究会の目的は，米国をはじめとする他国の研
究開発動向，各自の研究から生み出されるシーズなどの情報
交換による３Dプリンティングに関する広範な調査のみな
らず，会員相互の交流を通じての「次世代」の３Dプリン
ティング技術の実現です．発足後，多数のご参加を受け，現
在７０名以上の会員で活動しております．
２０１９年度から古川を主査，秦を幹事として，設置期限の
延長を行い．新しい体制で取り組みを進めて参りました．
２０２０年度は，新型コロナウイルスの影響もあり特に集まっ
ての活動は行いませんでした．本分野に関連する動きとして
は，既に２０２１年度に入ってからの活動になりますが，２０２１
年３月１日には戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
／革新的設計生産技術の終了後の同窓会的な会合として，「第
２回設計生産情報交換会」がオンラインで開催され，古川は
幹事を務めました．特別講演は大阪大学の塚本雅裕先生によ
るご講演があり，塚本先生が進めている金属３Dプリンタ
開発の最新動向と阪大接合研での新たなコンソーシアムの設
立についての紹介がありました．また，次回の第３回の幹
事は塚本先生にお引き受けいただくことが決定されました．
２０２１年３月３０日には日本工学アカデミー（EAJ）から

「未来の製造業プロジェクト報告書」が公開されました．こ
のプロジェクトの主旨は『デジタル革命が急速に進展し，そ
の光と影の差が顕在化するなど，社会は急速に多様化，複雑
化している．そのような中で，わが国が製造業を今後どのよ
うな考えの下に再興するかをEAJ の視点で検討し方向性を
見出す』というものです．SIP 第１期／革新的設計生産技術
の PDを務められた佐々木直哉氏がリーダーとなり，「ナラ
ティブものつくりの提案－デジタル革命時代の日本の製造業
のあり方－」というタイトルでEAJ のウェブサイトに報告
書が掲載されています．この報告書が起点となり，３Dプリ
ンティング技術を活用したデジタルものづくりにも新しい動
きが起こり始め，我が国の製造業の再興が進むことが多いに
期待されます．
３Dプリンティング・Additive Manufacturing の分野で
は，私の観測では国際的には「４Dプリンティング」研究の
盛り上がりがみられます．２０２１年度は「３Dプリンティン
グから４Dプリンティングへ」というようなテーマでのイ
ベントを開催して，本研究会の今後について今後を見据えた
いと考えております．研究会へお問い合わせは，主査の古川
英光（furukawa@yz.yamagata-u.ac.jp）までご連絡くださ
い．

２０２０年度部門賞・部門一般表彰の受賞者決定
第９８期第３技術委員会（表彰関係）委員長

小林 秀敏（大阪大学）

当部門では，機械材料・材料加工関連の学術的・技術的分
野の発展あるいは当部門の運営において，多大なる貢献をさ
れたと認められる方々を表彰しています．第３技術委員会
（表彰関係）における厳正かつ公正な審査の結果，以下の方々
が２０２０年度の受賞候補者として推挙され，部門運営委員会
にて受賞が決定されました．授賞式は，例年９月に開催さ
れる日本機械学会年次大会における部門同好会にて行われて
きましたが，昨年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め同好会は開催されませんでしたので，賞状等は事務局から
直接受賞者にお送りしました．今年度も同様の対応で，事務
局から賞状等をお送りする予定です．受賞者の皆様，誠にお
めでとうございます．

■部門賞（功績賞）荻原慎二（東京理科大学）
■部門賞（業績賞）中尾航（横浜国立大学）

■部門賞（国際賞）宮下幸雄（長岡技術科学大学）
■部門一般表彰（優秀講演論文部門）
・松本良（大阪大学），阪口晴崇，大津雅亮（福井大学），宇
都宮裕（大阪大学）
「局所摩擦加熱により作製されたオープンセル型ポーラス
金属－樹脂板接合体の接合強度と圧縮特性」（M&P２０２０）
・和田明浩（大阪産業大学），北川英二（芦森工業 ）
「板厚方向に物性分布を有するFRP板の FDTD法によ
る超音波伝播シミュレーション」（M&P２０２０）
・高橋秀幸，佐々春佳，有村誠矢，細井厚志，川田宏之（早
稲田大学）
「高密度パルス電流印加による純銅の疲労損傷発達に及ぼ
す影響とそのメカニズムの解明」（M&P２０２０）
■部門一般表彰（奨励講演論文部門）
・大熊学（物材機構）
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「放射光X線 CTで見る粉体成形・焼結プロセスにおけ
る欠陥形成と強度信頼性」（M&P２０２０）
・中村悠作（大阪大学）
「冷間鍛造中の金型－被加工材界面の潤滑状態のその場観
察と画像解析による評価の試み」（M&P２０２０）
■若手優秀講演フェロー賞（当部門選定）
・広田逸彦（東京農工大学）
「傾斜型FBGセンサを用いたCFRP積層板成形における

ひずみ・樹脂硬化度モニタリング」（M&P２０２０）
・高瀬駿（名古屋大学）
「逆リフトオフ法を用いたMEMSミラーデバイスの作製」
（M&P２０２０）
・武村慧（東京都立大学）
「連続炭素繊維強化 PA６のV曲げ成形時における変形挙
動および機械的特性評価」（M&P２０２０）

○部門賞（功績賞）：１件

「功績賞を受賞して」

東京理科大学
荻原 慎二 氏

この度は，伝統と栄誉ある日本機械学会機械材料・材料加
工部門功績賞を賜り，大変光栄に存じます．これまでご指導
いただいた先輩方，関係各位の皆様のお陰と感謝申し上げま
す．引き続き部門に貢献できるよう微力ながら努力を続けた
いと思います．
私の最初のM&P部門に関する記憶は，博士課程の学生
当時，駒場の武田展雄研究室においてあった第１回機械材
料・材料加工技術講演会講演論文集を眺めていたものです．
機械学会にはすでに入会していたと記憶していますが，部門
制についてはあまり認識していませんでした．学位取得後，
東京理科大学に赴任してからは，M&P講演会が自分の主な
参加学会のひとつとなり，川田宏之先生がオーガナイザを務
めておられる高分子系複合材料のセッションで発表し，ご指
導を受けてまいりました．いつのころからか部門運営委員会
の末席に加えていただき，いろいろとお教えいただいてきま
したが．委員会よりむしろその後の懇親会で刺激的な経験を
多くさせていただいてきました．
２０１８年度には思いがけず副部門長に選んでいただき，部
門長秦誠一先生の下，部門活性化のお手伝いをさせて頂きま
した．２０１９年度には部門長を拝命してそれまでの伝統を継
承しつつさらなる部門の発展のために努力を続けたつもりで
す．その年度に受けた部門の評価は，歴代の部門長と部門所
属の方々のご尽力の結果，大変よいものでした．しかし，年
度の最後にはいまだ終息が見えないコロナの影響でどたばた
と大津雅亮先生に部門長を引き継いだ次第です．２０２０年度
は部門創立３０周年という記念すべき年でありましたが，い
まだ皆様とその喜びを分かち合えないのが非常に残念です．
いまはトンネルの暗闇の中にいる状況と思いますが，それを
抜けたときにどのような姿を見せるのかがまさに我々に問わ
れていることかと思います．現部門長小林訓史先生の下，そ
のための準備を皆でいたしましょう．
さて，自分のことを振り返りますと，不器用で研究の幅を
広げられず，大した成果も上がらないまま繊維強化複合材料
の力学的特性に関する研究を行ってきました．定年まであと
十年ほどとなり，これからどのように過ごすのか，より深く
考えるようになりました．これまでの反省は大いにあります
が，反省の蓄積だけでなく，多少は軌道修正できないと能が
ないですね．開き直ってちょっと気楽に学会活動，教育，研
究を進めようかとも思っています．学会活動については早く
対面に戻って皆様と楽しく議論できるようになることを願っ
ています．教育についてはずっと試行錯誤の連続と思います．
研究はやればやるほど，知れば知るほど，わからないことも
増えていきます．我々の理解していることはほんの一側面，
断片的な部分であると思われますが，これを自覚して謙虚に
研究を続けていきたいと思っております．皆様には今後共ご
指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます．

○部門賞（業績賞）：１件

「業績賞を受賞して」

横浜国立大学
中尾 航 氏

この度は，日本機械学会機械材料・材料加工部門から栄誉
ある業績賞を賜り誠に光栄に存じます．これまで，部門活動
を通じてご指導いただきました先生方，諸先輩方に心より感
謝申し上げます．
私と機械材料・材料加工部門というより，日本機械学会と
のかかわりは，２００３年に東京都市大学（当時，武蔵工業大
学）で開催されたM&P２００３に参加したことに端を発しま
す．当時，私は横浜国立大学安藤柱名誉教授（当時教授）の
研究室の助手として採用されたばかりでした．学生時代は，
鉄鋼精錬，非鉄精錬の研究室で耐火物に用いる高温セラミッ
クスの化学的安定性に関する研究を行っていたこともあり，
もっぱら日本金属学会や日本鉄鋼協会で成果報告を行ってお
りました．当時の私は，機械工学の分野に入ったばかりで，
材料力学も破壊力学も専門家と言えるほどの知識がなく，講
演会に参加してもほとんど発言することなく講演を聴講する
だけで手いっぱいだったことを覚えています．その後は継続
的に部門講演会や年次大会において「知的材料・構造システ
ム」や「セラミックスおよびセラミックス系複合材料」のセッ
ションにて成果報告をさせていただきました．成果報告をす
るたびに，千葉大学浅沼博先生，物質・材料研究機構岸本哲
先生，東京都立大学若山修一先生ら諸先輩から，時に厳しく
時に優しいご指摘を頂きました．また，２００７年から２０１６
年まで浅沼先生が主査をされた「アクティブマテリアルシス
テム研究会」に参加（２０１１年から幹事）し，関連する研究
者の皆様と活発な意見交換をする機会を頂きました．これら
の活動を通じて，私の研究も評価を受けるようになり，当部
門からも第９４期には「き裂治癒部の界面構造が自己治癒セ
ラミックスの強度回復挙動に及ぼす影響」の研究および第
８２期には「A new methodology to guarantee the struc-
tural integrity of ceramics components」の研究で部門一
般表彰（優秀講演論文部門）を，更に，指導する学生の講演
が第８２期，第８８期に部門選定の若手優秀講演フェロー賞
に選定いただきました．
さらに，機械材料・材料加工部門からは，研究の研鑽の機
会だけでなく，部門運営という研究分野を活性化するノウハ
ウを養成する機会も頂きました．部門運営に関わる機会を最
初に頂いたのは，オレゴンで開催された ICM&P２０１１の
Program Committee を拝命した時からになります．その
後，第１技術委員会委員長（第９１期２０１３年），第７技術
委員会委員長（第９３期２０１５年，第９４期２０１６年），第６
技術委員会委員長（第９６期２０１８年），第２技術委員会委
員長（第９８期２０２０年）を拝命し，年次大会，部門講演会
の運営，英文誌の編集業務，将来計画などを担当させていた
だきました．また，本部門が主催する国内，国際会議の企画，
運営業務や年次大会および部門講演会にて「自己治癒材料・
システム」と題するオーガナイズドセッションの企画，運営
を経験させていただきました．これらの業務に携わる間，名
古屋大学秦誠一先生，東京理科大学荻原慎二先生，福井大学
大津雅亮先生，長岡技術科学大学宮下幸雄先生ら諸先輩から，
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研究分野の運営方法だけでなく研究者としての心構えについ
て，数多くアドバイスを頂きました．諸先輩方からの研究に
関する叱咤激励，研究者としての心構えなど多種多様なアド
バイスを頂いた成果もあり，現在では，「自己治癒材料」と
検索すれば，私の名前が検索の最上位に出てくる程度には，
自身の研究領域を構築することができました．
最後に，少し話題が変わりますが，私は２０２０年１０月よ
り，文部科学省研究振興局において学術調査官として，マテ
リアルに関する政府戦略，文部科学省の研究戦略目標の策定
業務に関わっております．特に最近は，昨年の菅首相が表明
した「カーボンニュートラル」戦略に対して，マテリアルの
新たなリサイクル，寿命延長技術に関する調査を行っており
ます．これらの技術を確立するためには，素材を一つの機械
要素として評価，計測し，適切な形状に加工する技術を十分
に理解し，活用することが重要です．これらは，当部門が対
象とする学問領域に合致し，今後，我が国独自の新たな技術
が創出されることだけでなく，この学問領域を習得する後進
の育成が急務です．私自身も今回の業績賞を賜ったことを一
つの励みとして，部門活動，運営を通じて，後進の育成に尽
力させていただきたいと考えております．諸先輩方が私にし
て頂いたようにはうまくはいかないかもしれませんが，精一
杯努めていく所存ですので，継続して，ご指導，ご鞭撻をよ
ろしくお願いいたします．

○部門賞（国際賞）：１件

「国際賞を受賞して」

長岡技術科学大学
宮下 幸雄 氏

この度は，機械材料・材料加工部門の部門賞（国際賞）を
いただき，たいへん光栄に存じます．部門活動を通じてご指
導・ご支援いただきました皆様，そして，本部門の国際交流
活動にご理解・ご協力いただいた海外の研究者の皆様に感謝
申し上げます．この機会に，機械材料・材料加工部門を通じ
た国際交流を振り返ってみたいと思います．
ICM&P（International Conference on Materials and
Processing）は，第１回（２００２年，ホノルル）から講演発
表者として参加いたしました．日本の学会が企画して海外で
行う国際会議に興味を持って参加したところ，日本で開催さ
れる学会とは異なる雰囲気で，知り合いの方々との親交を深
めるだけではなく，この会議をきっかけとして新しい交流も
生まれました．その後も，第２回（２００５年，シアトル），
第３回（２００８年，シカゴ），第４回（２０１１年，コーバリス），
第５回（２０１４年，デトロイト），第６回（２０１７年，ロサン
ゼルス）と参加し，OSの企画，Program committee，Sci-
entific committee，Executive Committee など徐々に運営
側にも携わってまいりました．同学会では，主に溶接・接合
関係のOSを企画いたしましたが，異材接合の講演発表を
した後，質疑応答の時間だけでは足りずに，アメリカやヨー
ロッパからの参加者とその後も廊下で議論する，たいへん充

実した時間を持つことができました．またほかに運営関係で
は，第４回のときに，バンケットでの表彰式に間に合うよ
う，バンケット会場の上階にありました企業オフィスのプリ
ンターをお借りして表彰状を作成し，表彰状を入れるファイ
ルを大学の書店・売店を駆け回って探し，名古屋大学・秦誠
一先生と大慌てで準備したことをよく覚えています．おかげ
さまで，予期せぬ事態の中でもどうにか解決する能力が鍛え
られました．
本部門のアジアを中心とした国際会議であるASMP

（Asian Symposium on Materials and Processing）は，第
２回（２００９年，マレーシア・ペナン）から参加しました．
第３回（２０１２年，インド・チェンナイ）では Symposium
Chair の長岡技術科学大学・武藤睦冶先生，General Chair
の長岡技術科学大学・井原郁夫先生の下，Conference secre-
tary を務めさせていただき，インド側実行委員との細かい
調整を経験させていただきました．第３回（２０１５年，イン
ドネシア・ロンボク）では SymposiumChair の九州大学・
三浦秀士先生，General Chair の福井大学・大津雅亮先生の
下で Scientific & Program Committee の Chair を勤めさ
せていただき，特集号の編集も行い，無事に発刊することが
できて自信につながりました．第５回（２０１８年，タイ・バ
ンコク）では，Symposium Chair の東京工業大学・大竹尚
登先生の下，General Chair を務めさせていただきました．
このときは，長岡技術科学大学・大塚雄市先生にConfer-
ence secretary として強力にサポートいただき，当初は参
加人数の心配もありましたが，おかげさまで結果としては
１２０件を超える発表を集めることができ，また，参加者の皆
様とバンコクで楽しい交流のときを持つことができまして，
充実感でいっぱいでした．とくにASMPは，アジア各国の
友人や研究室卒業生の人脈・ネットワークを活用し，現地の
実行委員会と協力して進めてきました．あらためまして，現
地で，また，参加者として協力してくれた海外の友人たちの
友情に深く感謝いたします．
以上のように，本部門の国際交流活動での貴重な経験を通
じて，海外の研究者，日本の研究者の皆様より，私自身の研
究活動，教育活動，ネットワークづくりに大きな刺激とやる
気を与えていただき，成長させていただきました．部門と関
係者の皆様には心から感謝申し上げます．今後も，このよう
な活動は，機械材料・材料加工部門の研究・技術の発展に大
きく貢献するものであり，科学と技術を通じた国際交流はま
すます重要になってくると確信しております．今回，このよ
うな名誉ある賞をいただいたことをきっかけに，過去にご指
導，ご協力いただきました先生方にあらためまして感謝申し
上げますとともに，私が経験させていただきましたことを，
さらに発展させ，国を越えて多くの研究者・技術者と共有す
る場を今後も実現していきたいと思います．とくに，国によっ
ては学会活動がまだ日本ほど活発ではない場合もあるため，
本部門は国際貢献に大きな役割を果たしていると考えており
ます．引き続き，皆様のご支援，ご指導をよろしくお願い申
し上げます．
最後に，現在，準備を進めております，ASMP２０２１につ
いてご案内させていただきます．コロナウイルスの関係で，
当初予定よりは延期となりましたが，２０２２年１月の開催を
目指し，マレーシア・マラヤ大学と協力して準備を進めてお
ります．現状は，web開催を主体として考えておりますが，
一部のイベントの現地開催も状況によっては実現したいと
思っています．ぜひご参加をお願いいたします．
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○部門一般表彰（優秀講演論文部門）：３件

「局所摩擦加熱により作製されたオープンセル型ポーラス
金属－樹脂板接合体の接合強度と圧縮特性」

大阪大学
宇都宮 裕氏

福井大学
大津 雅亮氏

大阪大学
松本 良氏

大阪大学大学院（現：日本製鉄（株））
阪口 晴崇氏

この度は，部門一般表彰（優秀講演論文部門）に選出頂き，
大変光栄に存じます．対象となりました講演論文は２０２０年
１１月にオンライン開催されました第２８回機械材料・材料
加工技術講演会（M&P２０２０）にて発表したものです．ご推
薦頂きました皆様，本研究の遂行に際して，ご指導・ご協力
頂きました皆様に厚く御礼申し上げます．以下に本講演論文
の概要を紹介させて頂きます．
ポーラス材料は内部に無数の気孔（一般的には数百 μm～
数mmオーダーの大きさ）を有するため，軽量材料として
期待されているとともに，衝撃吸収性，熱伝導性や吸音性の
観点から機能材料としても，その利用が期待されています．
ポーラス材料を広く利用するためには，ポーラス構造と非
ポーラス構造を組み合わせた複合構造化による高強度化と高
機能化が求められており，ポーラス材料と非ポーラス材料の
接合技術の開発が必要です．
筆者らの一人が板材成形用に考案した摩擦攪拌インクリメ
ンタルフォーミング（Friction Stir Incremental Forming）
を応用して，筆者らはポーラス金属と樹脂の塑性接合（以降，
FSIF 接合と記す）を考案し，前報（第２７回機械材料・材
料加工技術講演会（M&P２０１９）講演論文）にて接合手法お
よび接合条件について報告しました．FSIF 接合はポーラス
金属の上面にのせた樹脂板の上面から高速回転させた棒状工
具を押込みながら水平移動させることにより，棒状工具－樹
脂板間で摩擦熱を発生させます．樹脂板を局所的にガラス転
移点以上に加熱し，軟化させるとともに，ポーラス金属の表
面気孔内へ流動させることによって，樹脂と気孔間のアン
カー効果を利用して，ポーラス金属と樹脂を接合するもので
す．そして，表彰対象となりました講演論文ではFSIF 接
合により接合されたオープンセル型ポーラスニッケル－ポリ
メタクリル酸メチル（PMMA）接合体の接合強度および圧
縮特性について報告しました．ポーラスニッケルへの
PMMAの流入深さが深いほど接合強度は高く，流入深さが
０．７mmの接合体ではポーラスニッケルの破断強度以上と
なることを明らかにしました．また接合体の比圧縮強度は
ポーラス金属に対して重量－強度バランスを大幅に改善され，
これは高比強度材（PMMA）との組み合わせのみならず，
サンドイッチ構造化によるものであることを明らかにしまし
た．
本接合法はポーラス金属と樹脂の接合に限定されず，表面
凹凸を有する素材と樹脂の接合へも展開可能と考えており，
マルチマテリアル構造部材の接合において実用化を目指して

いく所存です．今後とも部門の皆様のご指導・ご鞭撻のほど
よろしくお願い申し上げます．

「板厚方向に物性分布を有する FRP板の FDTD法による超
音波伝播シミュレーション」

芦森工業（株）
北川 英二氏

大阪産業大学
和田 明浩氏

この度は，日本機械学会材料・材料加工部門における部門
一般表彰（優秀講演論文部門）にご選出いただきましたこと，
大変光栄に存じます．対象となりました講演論文は第２８回
機械材料・材料加工技術講演会（M&P２０２０）において講演
をしたものです．本講演論文をご審査いただきました皆様，
本研究の実施に際してご指導とご協力をいただきました皆様
に厚く御礼申し上げます．以下に本研究の概要を紹介させて
いただきます．
本研究室では，超音波を用いた非破壊物性評価・モニタリ
ングの研究に取り組んでいます．主な評価対象材料は繊維強
化プラスチックス（FRP）であり，これまでにも超音波を
用いたFRPの内部損傷評価および成形モニタリングに関す
る研究成果を機械材料・材料加工技術講演会において紹介さ
せていただいております．本講演では，近年，国内において
社会問題化しているインフラ構造物の老朽化対策を念頭にお
き，超音波検査結果の解釈に利用可能な波動伝播シミュレー
ション手法に関する研究成果を紹介させていただきました．
現在，老朽化した構造物の延命をはかるため，繊維強化プラ
スチックス（FRP）を用いた補修工事が実施されています
が，現場施工のため施工不良の危険性があります．FRPを
現場成形する場合，加熱あるいは光照射により樹脂を硬化さ
せますが，いずれの場合も補修対象物に貼り付けたFRPを
片面から硬化させます．片面硬化させたFRPでは，硬化処
理が不十分になると板厚方向に樹脂硬化度分布が発生する可
能性があり，このような非均質な硬化状態を非破壊検査する
手法が求められています．本研究では，時間領域差分法であ
るFDTD法（Finite-difference time-domain method）を
高減衰材料に適用できるように拡張し，板厚方向に樹脂硬化
度分布を有するFRP板の超音波伝播現象の再現を試みまし
た．片面未硬化材においては，試料表面から入射された超音
波が硬化層付近に局在化して伝播する擬似表面波の様相を示
すことが実験により確認されておりますが，本手法を用いる
ことで，擬似表面波の伝播様式を定性的に再現できました．
また，定式化の中で，運動方程式に減衰項を導入した場合と，
構成方程式に減衰項を導入した場合で比較を行い，前者の場
合が実験結果の再現に適していることを示しました．FDTD
法による超音波伝播シミュレーションは，今後益々利用範囲
の拡大が予想されます．今回の受賞を励みに，本シミュレー
ション手法のさらなる発展に取り組んでまいりたいと思いま
す．今後とも御指導・御鞭撻のほどよろしくお願い申し上げ
ます．
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早稲田大学
川田 宏之氏

早稲田大学
細井 厚志氏

早稲田大学（現：三菱電機（株））
有村 誠矢氏

物質・材料研究機構
大熊 学氏

「高密度パルス電流印加による純銅の疲労損傷発達に及ぼ
す影響とそのメカニズムの解明」

早稲田大学（現：JFEスチール（株））
高橋 秀幸氏

早稲田大学
佐々 春佳氏

この度は日本機械学会機械材料・材料加工部門における部
門一般表彰（優秀講演論文賞）にご選出いただきまして，身
に余る光栄に存じます．本講演論文は２０２０年１１月１９日
から２０日にオンラインにて実施されました第２８回機械材
料・材料加工技術講演会（M&P２０２０）において発表させて
いただいたものです．ご推薦いただきました皆様及び本研究
の遂行に際してご指導・ご協力賜りました皆様に，この場を
お借りして深く御礼申し上げます．
わが国では，高度経済成長期以降に集中的に整備されたイ
ンフラ設備が今後２０年で加速度的に老朽化していきます．
このようなインフラ設備の老朽化に対して，安全性向上や長
寿命化などの対策を講じることは喫緊の課題であり，疲労損
傷を修復する技術の開発が望まれています．従来は既に疲労
き裂が発生した金属材料に対して，高密度パルス電流の印加
や熱処理によって疲労き裂の治癒を試みる研究が展開されて
きました．
本研究は上記の研究対象の前段階にあたる疲労き裂の発生
に着目して，高密度パルス電流を印加することで疲労特性の
改善を試みたものです．一般的に金属材料の疲労き裂は固執
すべり帯（Persistent Slip Bands : PSBs）を起点に発生す
ると考えられています．PSBs は材料表面に疲労き裂の前駆
体となる突き出し・入り込みを形成します．形成メカニズム
は諸説ありますが，PSBs の channel 内に存在する原子空
孔が飽和状態に達した際に，突き出し・入り込みが形成され
ると考えられています．本研究では疲労試験による突き出し
の成長に関して，電流印加の有無による違いを観察しました．
その結果，電流印加を施すことで突き出しの成長が抑制され
ることが示唆されました．この現象に対して電子風力の影響
を考慮したモデルを提案しました．金属中を流れる高密度な
電子により channel 内に存在する原子空孔が拡散し，原子

空孔の密度が低下します．それにより，channel 内で原子空
孔が再び飽和状態に達するまでの間突き出しの成長が抑制さ
れると考えられます．このモデルにより，電流印加による突
き出しの成長抑制の効果を説明することができます．
今回の受賞を励みとして，一層研究に精進していく所存で
す．今後とも皆様のご指導・ご鞭撻の程何卒宜しくお願い申
し上げます．

○部門一般表彰（奨励講演論文部門）：２件

「放射光 X線 CTで見る粉体成形・焼結プロセスにおける
欠陥形成と強度信頼性」

この度は，日本機械学会・機械材料・材料加工部門におけ
る部門一般表彰（奨励講演論文部門）にご選出いただきまし
たこと，大変光栄に存じます．対象となりました講演論文は
２０２０年１１月に開催された第２８回機械材料・材料加工技術
講演会（M&P２０２０）において講演したものであり，ご審査
いただきました皆様，本研究に際してご指導とご協力をいた
だきました皆様に深くお礼申し上げます．以下に本研究の概
要を紹介させていただきます．セラミックスは，エレクトロ
ニクス，エネルギー，医療，環境，モビリティなど現代の多
様な分野への応用に不可欠な先端材料です．セラミックス分
野は部材産業であり，成形した粉体を加熱して複雑形状部品
を製造する焼結はその根幹となる技術です．エンジニアリン
グセラミックスの製造には複雑形状を成形するとともに，強
度信頼性を保証できるプロセス技術が必要です．セラミック
スは脆性材料であり，その強度は小さな欠陥に支配されます．
破壊源となりうる欠陥は，乾式プレス（一軸プレス，CIP），
鋳込み，加圧鋳込み，ゲルキャスティングのような粉体成形
過程で生じます．粉体成形時に不均一な密度分布が生じると，
焼結中に不均一収縮が起こり，内部応力が発生します．この
内部応力のために，不均一粒子充填領域では焼成収縮が抑制
され，欠陥が残留します．すなわち，焼結体の強度は粉体プ
ロセス手法に依存します．プロセスに起因した内部欠陥の寸
法，形状，分布を評価することは，より良い製造プロセス技
術を開発し，セラミックスの強度信頼性を保証する上で不可
欠です．X線 CT（X-ray computed tomography）は，材
料内部の非破壊３次元観察を可能にする上で強力なツール
です．気孔が複雑に入り組んだ不均質な焼結体組織の微視的
構造形成過程の把握，巨視的な物性とミクロスケールの構造
を繋ぐ代表体積要素の概念の明確化，焼結の熱力学的駆動力
の推定，界面トポロジーに基づく焼結段階の分類など，焼結
プロセスを深く理解するために役に立ちます．近年，SPring
－８の放射光X線マルチスケールCTの発達により，亀裂
のように長さは数十ミクロン程であるが，亀裂開口変位
（COD）が極めて小さい欠陥を観察することが可能になりま
した．試料内部の欠陥分布をマイクロCTモードで観察し
て欠陥位置を特定し，さらに，ナノCTモードで非破壊的
に特定の欠陥の形状を詳細に観察できます．このように，
SPring－８のマルチスケールX線 CT技術を用いることで，
焼結中の複雑な３次元欠陥形成過程を観察でき，製品の強
度信頼性を予測する上で不可欠な情報，つまり，欠陥の寸法
と形状，配向，分布を取得できます．この可視化技術は粉体
成形で生じる内部欠陥を制御し，セラミックス部材の信頼性
を高めるプロセス技術の開発に役立ちます．もちろん，この
放射光X線 CT技術はアルミナだけでなく，多くのセラ
ミックスに適用できます．例えば，低温同時焼成セラミック
ス（LTCC），固体酸化物形燃料電池（SOFC），積層セラミッ

No.61 June 2021 Materials and Processing Division Newsletter

－10－



大阪大学
中村 悠作氏

名古屋大学
高瀬 駿氏

東京都立大学
武村 慧氏

クスコンデンサー（MLCC）といった積層材料の焼結プロ
セス開発にも展開できます．今回の受賞を励みに，今後も放
射光X線 CTを駆使した高強度・高信頼性材料開発プロセ
スに関する研究に取組んで参ります．今後とも皆様のご指導
とご鞭撻を賜りたく，どうぞよろしくお願い申し上げます．

「冷間鍛造中の金型ー被加工材界面の潤滑状態のその場観
察と画像解析による評価の試み」

この度は，M&P２０２０において発表いたしました「冷間
鍛造中の金型－被加工材界面の潤滑状態のその場観察と画像
解析による評価の試み」に対し，機械材料・材料部門の部門
一般表彰（奨励講演論文部門）を賜り，大変光栄に存じます．
本賞にご推薦くださりました先生方および委員の皆様方にこ
の場をお借りして篤く御礼申し上げます．以下に受賞対象と
なりました研究の内容について紹介させていただきます．
トライボロジー現象を調べるため，金型の一部をガラスに
置換した塑性加工中の金型－被加工材界面のその場観察が取
り組まれています．しかしながら，鍛造のような動的かつ高
面圧下で被加工材が大変形する塑性加工では，ガラス等の透
明材料の強度の観点からその場観察は困難とされ，多くは取
り組まれていません．そこで我々は，熱処理により耐圧性を
向上させたソーダガラスを観察窓に使用して鍛造用金型に組
込み，高速度カメラにより押出し鍛造中の金型－被加工材界
面の潤滑状態をその場観察しました．その場観察により，押
出し鍛造中の金型－被加工材間に閉込められる潤滑油の膜厚
変化を観察できました．また撮影画像について，潤滑油の明
度は低く被加工材表面の明度は高いため，画素値が高いほど
金型－被加工材界面の潤滑油が薄いと判断し，画素値から金
型－被加工材界面の潤滑状態を数値的に評価しました．しか
しながら，潤滑油の粘度および塗布膜厚と画素値の相関関係
は不明確でしたので，さらなる検討が必要となります．
今後はこの受賞を励みとしまして，技術者として一層の努
力をしていく所存でございます．今後とも関係者の皆様より
ご指導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます．最後に，本
研究を進めるにあたり直接のご指導ならびに温かいご助言を
賜りました，大阪大学准教授・松本良博士に対して篤く御礼
申し上げます．

○若手優秀講演フェロー賞（当部門選定）：３件

「逆リフトオフ法を用いたMEMSミラーデバイスの作製」

この度は第２８回機械材料・材料加工技術講演会（M&P
２０２０）にて発表致しました「逆リフトオフ法を用いたMEMS
ミラーデバイスの作製」に対し，若手優秀講演フェロー賞を
賜りましたことを大変光栄に存じます．本賞にご推薦いただ

きました委員の皆様，並びに本研究を遂行するにあたりご指
導いただきました秦誠一教授に厚く御礼申し上げます．以下
に，本研究の概要を紹介させていただきます．
MEMSミラーデバイスは，入射した光線をミラー表面で
反射，走査する工学デバイスです．このデバイスは応用先に
自動運転技術の LiDARや，スマートグラス等の製品が挙
げられます．どちらの応用先も IOTの発展により注目され
ており，MEMSミラーデバイスの小形化，高性能化の需要
が高まっています．しかし，デバイスの小形化に伴い，ミラー
面の振れ角が低下するという問題が生じるため，本研究では
その解決を目標としています．
本研究で作製するMEMSミラーデバイスは，ミラー面を
両端固定はり構造で支持し，圧電素子によりねじりを加える
ことでミラー面を加振します．前述した小形化に伴う振れ角
の低下は，両端固定はり構造の強度，剛性に起因します．そ
のため，Si と比較して高強度，低ヤング率である金属ガラ
スを利用しデバイスを作製します．
金属ガラスの成膜にはスパッタ法を用い，両端固定はり構
造体のパターニングには逆リフトオフ法を用います．逆リフ
トオフ法は，パターニング形状を凸部として予め形成し材料
を成膜することで，凸部表面上に矩形で膜厚が均一な断面形
状をもつ厚膜構造体を形成するパターニング手法です．この
手法を用いる問題点として，成膜した金属ガラスの不要部を
除去する際の犠牲層エッチング時間が，全プロセス時間に占
める割合が大きいことと，成膜された金属ガラスの内部応力
に起因して，基板にクラックが発生することの２点が挙げ
られます．そこで，前者の問題には，犠牲層材料の変更によ
る犠牲層膜厚増加とエッチングレート増加，後者の問題には，
金属ガラスの成膜領域制限による基板に作用する応力の低減
によってこれらの問題の解決を図りました．また，上記改良
を取り入れた作製プロセスで圧電素子・配線の駆動部を有す
るデバイスを作製し，その駆動を確認しました．今後は，デ
バイス設計や作製プロセスの改良により，更なる振れ角の向
上を目指します．
最後に，この度の受賞を励みとしてより一層精進していく
所存です．今後とも皆様のご指導ご鞭撻を賜りたく，謹んで
お願い申し上げます．

「連続炭素繊維強化PA６の V曲げ成形時における変形挙
動および機械的特性評価」

この度は，日本機械学会第２８回機械材料・材料加工技術
講演会（M&P２０２０）において発表いたしました「連続炭素
繊維強化 PA６のV曲げ成形時における変形挙動および機
械的特性評価」に対し，若手優秀講演フェロー賞を賜りまし
たことを大変光栄に存じます．本賞にご推薦いただきました
学会委員の皆様，並びに本研究を遂行するにあたりご指導を
いただきました小林訓史教授，長田稔子特任助教をはじめと
する関係者の皆様にこの場をお借りして厚く御礼申し上げま
す．本研究は，湾曲形状を有する炭素繊維強化熱可塑性プラ
スチックス（Carbon Fiber Reinforced Thermoplastics :
CFRTP）の成形性および面外方向の機械的特性である層間
引張強度（Interlaminar Tensile Strength : ILTS）を評価
する研究であり，以下に本研究の概要を紹介させていただき
ます．
CFRTPは比強度・比剛性に優れており，高い生産性を示
します．CFRTPの強化繊維に連続繊維を用いた場合，繊維
材料が持つ機械的特性を十分に発揮することが可能でありま
す．近年では，連続繊維を用いた生産性の高いCFRTP成
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形方法の開発が盛んに行われています．また，CFRTPの成
形過程ではスプリングインや反り，スプリングバックなどの
変形が知られています．現状では，変形の発生メカニズムが
複雑であり，その詳細は未解明のままとなっています．一方
で，CFRTPの用途拡大に伴い複雑構造部材への適用が増加
しています．複雑構造部材では，板厚方向の応力を原因とし
た層間はく離が問題視されており，ILTS評価に対する要求
が高まっています．そこで，ASTM D６４１５規格に基づい
た ILTS評価方法が注目を集め，多くの研究で適用されて
います．現在，CFRTPの ILTS と成形時に発生する変形
を関連づけた研究は極めて限られています．そこで本研究で
は，連続繊維を用いたCFRTPの二次成形時における成形
性へ影響を及ぼす要因の調査，および成形時に生じる構造変
化や微視的損傷が ILTSに及ぼす影響を調査することを目
的としています．
M&P２０２０の発表では，湾曲CFRTPに対して４点曲げ
試験および途中止め４点曲げ試験を実施することで，成形
温度が機械的特性に及ぼす影響を報告しました．また，真空
圧樹脂含浸成形法を用いて成形した炭素繊維強化熱硬化性プ
ラスチックスと比較を行いました．結果として，成形温度が
増加するに伴って ILTSが向上することが確認されました．
さらに，繊維／樹脂間の界面接着性が ILTSおよび損傷挙動
に影響を及ぼすことを明らかにしました．
私事ではございますが，この度就職を機に本研究に区切り
をつけさせていただきました．今後は研究に直接関わること
が少なくなるとは存じますが，陰ながら皆様のご活躍をお祈
り申し上げます．最後に，この度の受賞を励みに技術者とし
てより一層邁進していく所存であります．今後とも皆様のご
指導・ご鞭撻のほど，よろしくお願い申し上げます．

「傾斜型 FBGセンサを用いたCFRP積層板成形における
ひずみ・樹脂硬化度モニタリング」

この度は，日本機械学会若手優秀講演フェロー賞をいただ

きまして大変光栄に存じます．講演発表は，２０２０年１１月１９
―２０日にオンライン方式にて開催された日本機械学会第２８
回機械材料・材料加工技術講演会（M&P２０２０）にて発表さ
せていただいたものです．ご審査・推薦いただきました先生
方，本研究に際してご指導いただきました小笠原俊夫教授，
宇宙航空研究開発機構 武田真一先生をはじめ，ご協力いた
だいた研究室の皆様に厚く御礼申し上げます．以下に，本研
究の概要を紹介させていただきます．
炭素繊維強化プラスチック（CFRP）複合材料は，成形品
質の向上・成形コスト低減を目的として光ファイバセンサを
用いたリアルタイムによる成形モニタリングが注目されてい
ます．本研究では多機能な複合材料のモニタリング用センサ
として，傾斜型FBG（Fiber Bragg Grating）センサに着
目しました．傾斜型FBGセンサは，得られた透過スペクト
ルを詳細に解析することで温度・ひずみの同時計測，センサ
周りの屈折率を個々に計測できることが報告されております．
CFRPのマトリクスとして利用されるエポキシ樹脂などの
熱硬化性樹脂では，屈折率が樹脂硬化度によって変化するこ
とから，傾斜型FBGセンサにより樹脂硬化度の推定も可能
となります．しかしながら，傾斜型FBGセンサをCFRP
積層板の成形モニタリングに適用した例はこれまでに報告さ
れておらず，リアルタイム計測に適した屈折率計測手法も明
らかにされておりません．
そこで本研究では，傾斜型FBGセンサを用いたリアルタ
イム計測によるCFRP複合材料のひずみ・樹脂硬化度モニ
タリング手法の開発を目的として，リアルタイム計測に適し
た屈折率計測手法の開発，CFRP 複合材料の成形モニタリ
ングへの適用を実施いたしました．リアルタイム計測に適し
た屈折率計測手法では，センサ周りの屈折率変化により生じ
る透過スペクトルの振幅の増加分を弧長から評価する手法を
提案しました．その結果，先行研究と同様に屈折率が計測で
き，解析手順の簡易化が可能であることを明らかにしました．
本研究にて開発した屈折率計測手法をCFRP積層板の成形
モニタリングに適用した結果，成形中における屈折率変化・
ひずみ変化を同時に取得できることが示されました．屈折率
計測結果は，エポキシ樹脂の硬化挙動を再現できる硬化反応
速度論モデルにて得られた結果と一致したことから，傾斜型
FBGセンサによるCFRP複合材料成形におけるひずみ・
樹脂硬化度モニタリングが可能であることを明らかにしまし
た．今後は，温度・ひずみ・樹脂硬化度の同時計測手法の開
発を実施したいと考えております．
今回の受賞を励みとして，より一層研究に邁進する所存で
あります．今後とも，皆様のご指導，ご鞭撻のほど，よろし
くお願いいたします．

編集後記
薫風さわやかな季節を迎え，ニュースレターNO．６１をお
届けできることをうれしく思います．本号を発行するにあた
り，ご執筆いただいた方々，発行にご尽力をいただいた皆様
に厚く御礼申し上げます．特に，新年度早々新型コロナウィ
ルス感染症第４波に備え，様々対応に追われご多忙ななか，
ご執筆頂きまして誠に有難うございました．今後も皆様に
とって有益な情報を発信していきたいと考えております．ぜ
ひご意見・ご要望等を広報委員会・松崎（rmatsuza@rs.tus.
ac.jp）までお寄せください．
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